
4月からの路線バス運行について

令和３年（２０２１年）２月１２日

能勢町
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能勢ＰＲ キャラクター
「お浄・るりりん（アマビエver）」

資料 ３

阪急バスキャラクター
「バースケ、バスミン」



○ 平成31年（2019年）3月に阪急バスより「能勢町
域内の路線バスの運行について」として、能勢町
内を運行する西能勢線及び妙見口能勢線を対象に、
路線の在り方・維持の手法、運行頻度、路線補助
金についての協議の申し出があった。

○ 以降、阪急バスと減便の実施時期について協議を
実施してきたところである。

○ 町内の路線見直しの目的は、乗務員不足という深
刻な状況を改善させるために、乗務員の規模に対
応した路線規模への見直しと地方バス路線維持費
補助金の見直しである。

○ また、新型コロナウイルス感染拡大に伴う利用者
の大幅な減少により、事業者の経営環境がさらに
非常に厳しい状況にあると考えられる。
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■路線バス運行に関する協議申し出

１．これまでの経緯

※この協議申し出は、法律に定められているものではなく、
事業者の配慮によりなされているもの（事業者からの情報提供）。
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○ バス事業者は乗務員に必要な大型自動車第二種免許証の保有者数及び新規取得者数の減少や免許証の
保有者の高齢化の進行に伴い、乗務員が慢性的に不足している。

○ この乗務員不足に対応できない場合、バス路線の規模を乗務員数に応じた路線規模に縮小せざるを得
なくなることが想定され、町内の路線においてもさらなる減便や廃止となることが懸念される。

○ 大阪府における大型自動車第二種免許証保有者を年齢別に見ると、60歳以上が約5割、40歳未満の若年
層は1割未満。

●運転士の正社員採用
（阪急バス 平成31年（2019年）4月～）

・より積極的に採用活動を
行い、社員が安心して働
くことができる環境を整
備するために、路線バス
業界の先陣を切って実施。

・しかし、乗務員の確保に
は苦慮している。。

出典：阪急バス株式会社HP

●大阪府における
大型自動車第二種免許証保有者の年齢構成
（令和元年度（2019年度））

出典：運転免許統計
（令和元年度（2019年度）版 警察庁）

40歳未満

7%
（2,716人）

40～59歳

48%
（19,101人）

60歳以上

45%
（39,909人）

■ バス乗務員の状況

１．これまでの経緯
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■ 地方バス路線維持費補助金の推移
○ 路線バスの維持を図るために、「地方バス路線維持費補助金」として、運行経費の赤字分を妙見口能

勢線は全額負担、西能勢線は上限1,000万円/年を負担している。
○ 平成31年度は年間約3,500万円（町民1人あたり約3,500円/年）を負担しており、近年は負担額が増加

傾向にある。
○ この負担金だけで町内における路線バスの赤字をすべて賄うものではなく、路線バス事業者も多額の

赤字を負担し、運行を続けている。

※能勢町資料及び阪急バス株式会社資料をもとに作成
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●地方バス路線維持費補助金の推移



○ 当初は、令和3年（2021年）1月に路線バスの見直しが予定されていたが、年度途中での見直しは地域
住民への影響も大きいことから、現行ダイヤでの運行を維持するために、追加補助金17,000千円をバ
ス事業者へ支払い、令和3年3月までは現行ダイヤで運行を継続することとなっている（当初予算
35,600千円）。

○ しかしながら、本町では一般会計予算額に占める地域公共交通予算額の割合が他自治体より高くなっ
ており、これ以上の財政負担が厳しくなっている。

○ このため、令和3年（2021年）4月から減便と路線全体の見直しによるダイヤ改正が実施予定であり、
詳細なダイヤについては、減便の影響を緩和したダイヤ改正案を交通事業者と調整中である。
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■現在の状況と今後のスケジュール

２．路線バスの見直しについて

0.1%未満
45%0.1％~0.5％

49%

0.5%～1%
4%

1％以上
2%

●一般会計予算額に占める地域
公共交通予算額の割合

出典：大阪府地域公共交通研修会資料

本町が該当

●路線バスの運行について

令和3年度
（2021年度）

令和2年度
（2020年度）

○西能勢線
平日 17便 土休日 13便

○妙見口能勢線
平日 10便 土休日 10便

現行ダイヤで運行を継続

ダイヤ改正実施（4月予定）

利用者への影響を緩和した上で、
輸送力を調整したダイヤで運行



３．ダイヤ改正の実施（一部運行区間・運行本数の見直し）
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○ 町内を運行する路線バスについて、西能勢線及び妙見口能勢線を対象に、一部区間運行区間の見直し
と利用状況を考慮した運行本数の見直しを令和3年（2021年）4月1日（木）に実施する予定である。

【西能勢線における一部区間運行区間の見直し】
・土休日のみ2往復で運行（※平日は運休）している山下駅前～森上～能勢町宿野～能勢の郷間を運行する系統を廃止

（※山下駅前～森上～能勢町宿野間の系統は継続して運行）
・上記系統の廃止により、城山橋～能勢の郷間を廃止
・能勢の郷停留所にある能勢温泉では、阪急池田駅・能勢電鉄山下駅を結ぶ無料送迎バスを毎日3往復運行している。

現在
（3月31日まで）

見直し案
（4月1日から）



平日の能勢の郷方面は運休

３．ダイヤ改正の実施（一部運行区間・運行本数の見直し）
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【参考】山下駅前～森上～能勢町宿野～能勢の郷間の運行状況（※平日は運休）

●山下駅前（平日） ●能勢の郷

●山下駅前（土曜日・休日）

出典：阪急バス株式会社ＨＰ
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【妙見口能勢線における一部区間運行区間の見直し】
・毎日2.5往復で運行している妙見口駅～旧東郷小学校前～奥田橋～能勢高校前～能勢町宿野間を運行する系統を廃止
・上記系統の廃止により、久保～能勢高校前間を廃止
・平成30年（2018年）9月8日〜令和3年（2021年）1月29日の間は、災害に伴う道路通行止めにより能勢高校前

〜能勢町宿野間を休止していたが、道路通行止め解除に伴い、 1月29日の午後から運行を再開している。2年以上
の運行休止期間中は、利用者からの運休に関する問合せや要望等はなかった。

現在
（3月31日まで）

見直し案
（4月1日から）

３．ダイヤ改正の実施（一部運行区間・運行本数の見直し）



３．ダイヤ改正の実施（一部運行区間・運行本数の見直し）
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【参考】妙見口駅～旧東郷小学校前～奥田橋～能勢町宿野間の運行状況（平日・土曜日・休日運行）

●妙見口駅 ●能勢町宿野

出典：阪急バス株式会社ＨＰ
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現在
（3月31日まで）

見直し案
（4月1日から）

３．ダイヤ改正の実施（一部運行区間・運行本数の見直し）

●ダイヤ改正実施による能勢町内における路線バスネットワーク
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３．ダイヤ改正の実施（一部運行区間・運行本数の見直し）

【西能勢線における運行本数の見直し】
・利用状況を踏まえ、平日及び土曜日・休日ダイヤともに運行本数の見直しを実施
・平日ダイヤは、通勤・通学の利用をはじめ、昼間時間帯の町外への買い物や通院等のおでかけによる影響を出来るだ

け小さくすることを考慮し、現在の17往復/日（※能勢町宿野～口山内間の運行も含む）から12往復/日に見直し
予定

・土曜日・休日ダイヤは、終日にわたり利用者が平日に比べて少ない状況にあるが、町外への買い物や通院等のおでか
けや能勢町への来訪者のアクセス確保を考慮し、現在の13往復/日から6.5往復/日に見直し予定

（単位：便/日）

現在
3月31日まで

見直し案
4月1日から

増減
現在

3月31日まで
見直し案

4月1日から
増減

能勢町宿野⇒山下駅前間 16 12 -4 13 6 -7

口山内⇒能勢町宿野間 5 3 -2
（平日のみ

運行）
廃止 廃止

豊中センター前⇒能勢町宿野間 6 2 -4 5 3 -2

能勢の郷⇒能勢町宿野間
（土休日

のみ運行）
廃止 廃止 2 廃止 廃止

山下駅前⇒能勢町宿野間 16 12 -4 13 7 -6

能勢町宿野⇒口山内間 5 3 -2
（平日のみ

運行）
廃止 廃止

能勢町宿野⇒豊中センター前間 5 2 -3 5 2 -3

能勢町宿野⇒能勢の郷間
（土休日

のみ運行）
廃止 廃止 2 廃止 廃止

土曜日・休日平日
路線 方面 区間

西能勢線

能勢町宿野⇒
山下駅前方面

山下駅前⇒
能勢町宿野方面

●ダイヤ改正実施による運行便数の変化（西能勢線）



（単位：便/日）

現在
3月31日まで

見直し案
4月1日から

増減
現在

3月31日まで
見直し案

4月1日から
増減

能勢町宿野⇒奥山内間 2 廃止 廃止 2 廃止 廃止

奥山内⇒奥田橋⇒妙見口駅 10 8 -2 10

　 うち妙見口駅⇒箕面森町センター （2） （3） （1） （2）

奥山内⇒能勢町宿野間 2 廃止 廃止 2 廃止 廃止

妙見口駅⇒加村⇒奥山内 7 8 1 7

　 うち箕面森町センター⇒妙見口駅 （2） （3） （1） （2）

路線

妙見口
能勢線

能勢町宿野⇒
奥山内⇒妙見口駅

妙見口駅⇒奥山内
⇒能勢町宿野

方面 区間

（平日のみ
運行）

（平日のみ
運行）

運休

運休

平日 土曜日・休日
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３．ダイヤ改正の実施（一部運行区間・運行本数の見直し）

【妙見口能勢線における運行本数の見直し】
・利用状況を踏まえ、運行日を平日のみとし、運行本数の見直しを実施
・平日ダイヤは、通勤・通学の利用をはじめ、昼間時間帯の町外への買い物や通院等のおでかけによる影響を出来るだ

け小さくすることを考慮し、現在の10便/日から8便/日に見直し予定
・土曜日・休日は、終日にわたり利用者が平日に比べて著しく少ない状況にあるため運休とする

●ダイヤ改正実施による運行便数の変化（妙見口能勢線）


